
平成29年11月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

平成29年7月13日

上場会社名 株式会社 ノダ 上場取引所 東

コード番号 7879 URL http://www.noda-co.jp

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 野田　章三

問合せ先責任者 （役職名） 取締役経理部長 （氏名） 辻村　力 TEL 03-5687-6222

四半期報告書提出予定日 平成29年7月14日 配当支払開始予定日 平成29年8月17日

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （アナリスト向け）

（百万円未満切捨て）

1. 平成29年11月期第2四半期の連結業績（平成28年12月1日～平成29年5月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年11月期第2四半期 32,291 2.1 2,225 30.5 2,276 30.8 1,395 33.0

28年11月期第2四半期 31,616 10.9 1,704 701.5 1,741 334.1 1,048 435.0

（注）包括利益 29年11月期第2四半期　　1,694百万円 （122.0％） 28年11月期第2四半期　　763百万円 （124.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年11月期第2四半期 85.67 ―

28年11月期第2四半期 63.40 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年11月期第2四半期 53,063 22,238 38.2 1,243.23

28年11月期 52,834 20,712 35.7 1,159.38

（参考）自己資本 29年11月期第2四半期 20,246百万円 28年11月期 18,880百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年11月期 ― 7.50 ― 8.50 16.00

29年11月期 ― 10.00

29年11月期（予想） ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 平成29年11月期の連結業績予想（平成28年12月 1日～平成29年11月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 65,600 1.0 4,000 12.1 4,050 9.1 2,480 7.7 152.28

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年11月期2Q 17,339,200 株 28年11月期 17,339,200 株

② 期末自己株式数 29年11月期2Q 1,053,891 株 28年11月期 1,053,863 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年11月期2Q 16,285,330 株 28年11月期2Q 16,542,132 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料の3ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 2 四半期連結累計期間（平成 28 年 12 月 1 日～平成 29 年 5 月 31 日）における我が国経済は、米国新政権の政策

や英国のＥＵ離脱に伴う欧州経済の不安定化などによる国内景気への影響が懸念されるなか、大規模な金融緩和をはじ

め政府の各種経済対策の効果もあり、企業業績や雇用・所得環境に改善傾向が見受けられるなど、景気は緩やかな回復基

調で推移しました。 

一方、住宅需要につきましては、低水準な住宅ローン金利や政府による住宅取得支援策、相続税対策に伴う賃貸住宅の

増加などを背景に、新設住宅着工戸数は堅調に推移しました。 

こうしたなか当社グループは、床材や建具など建材製品の拡販や、製造コストの低減、製品短納期化による競争力の強

化など利益率の改善に取り組みました。また、合板類については適切な生産、仕入、販売に努め、収益力の向上をはかり

ました。 

これらの結果、当第 2四半期連結累計期間における経営成績は、売上高 32,291 百万円（前年同期比 2.1％増）、営業利

益 2,225 百万円（前年同期比 30.5％増）、経常利益 2,276 百万円（前年同期比 30.8％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益 1,395 百万円（前年同期比 33.0％増）となりました。 

◇セグメント別の状況 

〔住宅建材事業〕 

住宅建材事業につきましては、デザイン性・施工性に優れた建具類のシリーズ「ＢＩＮＯＩＥ」、斬新で表情豊かなイ

ンテリア空間を表現する建具とフローリングのシリーズ「Ａｒｔ Ｃｏｕｔｕｒｅ（アートクチュール）」、循環可能な木

材資源であり円安の影響を受けにくい国産材合板（自社生産の国産ヒノキ合板）を基材に使用したフローリングのシリー

ズ（「ナチュラルフェイス・Ｊベース」「Ｊシルキー」「Ｊクラレス」他）など建材製品の拡販に努めました。 

また、安心安全ユニバーサルデザインなど高齢者対応、環境、リフォーム、住宅の長寿命化等をテーマに、高付加価値

製品の提案に努めるとともに、地球環境に優しいリサイクル素材を使用し、耐震性能や劣化軽減性能に優れた構造用ＭＤ

Ｆの販売に注力いたしました。 

この結果、住宅建材事業の売上高は 20,013 百万円（前年同期比 1.7％減）、セグメント利益は 1,596 百万円（前年同期

比 1.5％増）となりました。 

〔合板事業〕 

国産針葉樹合板は、依然として業界全体の製品在庫水準が低く、当社及び子会社の生産、販売が好調に推移するなか、

販売価格は緩やかな値上げ傾向で安定した合板相場が続いたことから、平成 27 年 5 月に稼動を開始した当社合板工場も

収益に貢献し、前年同期に比べ売上高・利益とも増加いたしました。一方、輸入南洋材合板は、急激な円安による一時的

な要因から販売数量が増加し、前年同期に比べ売上高・利益とも増加いたしました。 

この結果、合板事業の売上高は 12,278 百万円（前年同期比 9.1％増）、セグメント利益は 1,377 百万円（前年同期比

80.4％増）となりました。 

〈セグメント別売上高及び損益〉 

 

  

売上高（百万円） 前年同期比
（％） 

構成比（％）
セグメント利益 
（百万円） 

前年同期比
（％） 

住 宅 建 材 事 業   20,013 △1.7 62.0 1,596 ＋1.5

合 板 事 業 12,278 ＋9.1 38.0 1,377 ＋80.4

調  整  額※ － － － △748 －

合   計 32,291 ＋2.1 100.0 2,225 ＋30.5

※セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去、並びに各報告セグメントに配分していない全社費用です。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第2四半期連結会計期間末の総資産は53,063百万円となり、前連結会計年度末に比べ228百万円増加いたしました。

その主な要因は、現金及び預金の増加 945 百万円、受取手形及び売掛金の減少 685 百万円、製品の増加 201 百万円、仕掛

品の減少 29 百万円、原材料及び貯蔵品の減少 42 百万円、繰延税金資産（流動）の減少 58 百万円、有形固定資産の増加

58 百万円などによるものです。 

負債は 30,825 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,297 百万円減少いたしました。その主な要因は、支払手形及

び買掛金の減少 302 百万円、短期借入金の増加 221 百万円、未払金の減少 209 百万円、未払法人税等の減少 421 百万円、

未払消費税等の減少 427 百万円などによるものです。 

純資産は 22,238 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,526 百万円増加いたしました。その主な要因は、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加 1,395 百万円及び配当による利益剰余金の減少 138 百万円、

その他有価証券評価差額金の増加 26 百万円、為替換算調整勘定の増加 75 百万円などによるものです。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第 2 四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 945 百万円増加し、11,992 百

万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

営業活動におけるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が 2,265 百万円となり、減価償却費の計上による

912 百万円の増加や、売上債権の減少による 685 百万円の増加、たな卸資産の増加による 153 百万円の減少、仕入債務の

減少による 302 百万円の減少、未払消費税等の減少による 427 百万円の減少、法人税等の納付による 1,002 百万円の減

少、利息及び配当金の受取額 224 百万円の増加などの要因から、1,864 百万円の収入（前年同期は 2,488 百万円の収入）

となりました。 

投資活動におけるキャッシュ・フローは、設備投資などの有形固定資産の取得による 914 百万円の減少などの要因か

ら、751 百万円の支出（前年同期は 781 百万円の支出）となりました。 

財務活動におけるキャッシュ・フローは、長期借入れによる 700 百万円の増加や、長期借入金の返済による 731 百万円

の減少、配当金の支払いによる 138 百万円の減少などの要因から、167 百万円の支出（前年同期は 743 百万円の支出）と

なりました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

本日公表（平成 29 年 7月 13 日公表）の「業績予想の修正に関するお知らせ」及び「剰余金の配当（中間配当）及び期

末配当予想の修正に関するお知らせ」に記載の通り、平成 29 年 11 月期の通期連結業績予想及び期末配当予想を修正して

おります。なお、内容等の詳細につきましては当該資料をご参照下さい。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年 3月 28 日）を 

第 1四半期連結会計期間から適用しております。 
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